
21世紀の遺伝学は個人差を決める遺伝的機構の解明が重要になります
ヒトの顔や体質と同様に、性格や行動も遺伝的要因の影響を強く受けることがこれ
までの研究から示唆されてきました。それは、一卵性双生児が二卵生双生児よりも
行動・性格においても似ていることや、育種により作製された動物品種の行動が安
定して遺伝することからも明らかです。しかし、遺伝的要因の影響を受けるということ
と、表現型としての行動・性格がそのまま次世代に遺伝することとは違います。遺伝
的にヘテロな自然集団の中で、表現型としての行動・性格は遺伝するのでしょう
か？また、もし遺伝するのだとするとその遺伝的基盤はどのようなものでしょうか？
私たちは、遺伝的多様性に富む野生由来マウス系統(図参照）を用いて、行動表現
型の多様性を明らかにし、その原因となる遺伝的機構を明らかにしてゆこうと研究
を進めています。
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野生由来マウス系統の起源

Wild mouse strains - Mishima battery

行動は遺伝しますか？
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社会行動テスト

野生由来マウス系統の行動に関わる遺伝子の探索
ヒトで性格に個人差が見られるのと同様に、実験動物
であるマウスにおいて、系統間で大きな行動の違いが
観察されます。私たちの研究室では、一般的な実験
系統であるC57BL/6系統と日本産野生由来マウスで
あるMSM/Ms系統をもちいた行動解析を行い、これら
の系統間でホームケージ動性、不安様行動や社会行
動に違いがあることを明らかにしてきました。これら２
系統の行動特性の差異に関わる遺伝的機構の解析
を行うために、染色体置換をしたコンソミック系統など
のマウスリソースを駆使して、国内では珍しい行動遺
伝学的手法により、これらの行動に関わる遺伝子同
定に向けた研究を進めています。

行動遺伝学にチャレンジしたい方はぜひ連絡を！

マウスの過剰な攻撃行動に関わる神経メカニズム
過剰な攻撃行動に関わる神経伝達物質としてセロ
トニン（5-HT）がもっともよく知られています。攻撃
行動が過剰な個体では脳内の5-HT量や代謝が
変化していること、また5-HT合成が減少するよう
な食事が攻撃行動を昂進させるという報告から、
5-HTと攻撃行動の関係が示されてきました。その
一方で、過剰な攻撃行動を示している最中に、 5-
HT神経系がどのように制御されているかはまだ分
かっていません。脳内5-HTは中脳にある縫線核
でつくられ、そこから脳全体へと投射されています。
私たちはこれまで、この縫線核のGABAＢ受容体を
薬理学的に刺激することで、雄マウスの過剰な攻
撃行動が引き起こされることを明らかにしました。
また、過剰な攻撃行動を示すMSM系統は中脳の
GABAB受容体の発現が高いことも分かっています。
このことから、縫線核セロトニン神経系のＧＡＢAB

受容体による制御を詳しく理解することで、過剰な
攻撃行動を引きおこすメカニズムが明らかになっ
ていくと期待しています。 脳内セロトニン神経系

高架式十字迷路装置


